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神話の語られ方をあらためて考えてみれば、古代におい
てさえ詩人によって随分と違いがある。三つの神話語りの声に耳を傾けてみよう。
ギリシア神話には実に多数の神々や英雄、人間たちが登
場し、地上世界はもとより天界から冥界まで至 所を舞台として引き起こされる事件が、極めて多様な物語をなし、それらが互いに絡み合って雑然たる様相を呈している。このようなギリシアの神話、とりわけ神々の世界の変遷を語るヘシオドスの『神統記』
（廣川洋一訳、岩波文庫）
を前にし
たときも、やはり神話らしい非 理によって、一見無秩序に枝葉を伸ばすように連ねられていく複雑な物語をどう理解すべきか戸惑ってしまう。しかし、神々の系譜を語る詩人の声をよくよく聞き分けてみれば、錯綜した神話群の中に、創世から始まり、神々の王権の三代にわたる継承の末にゼウスによる永久の統治が成り立って く道筋が浮かび
上がってくる。そして、豊富ではあるが混沌の海と言っていい古来の神話伝承に秩序を与えながら、世界の成り立ちとゼウスの正義の真を明らかにしようとす 詩人の知的な力業を目にすることになる。
同じ神話の語りでもホメロスの声を聞き取ることはなか
なかに難しい。ムーサの女神に成り代わって語る詩人は、私を消して、出来事を描写することに徹する。たとえば、トロイア戦争後の英雄オデュッセウスの帰国の物語である『オデュッセイア』
（松平千秋訳、岩波文庫）
では、二〇年の
不在を経て、老いた物乞いに姿 変じて故国に 還した英雄が、言い寄る男たちが傍若無人の振 舞いをす 中、主人なき館を守っ きた妻ペネロペイアと再会 だり正体を隠したまま妻と対面する英雄は偽りの身 上話をし、対話を重ねるペネロペイアのほうはやがて、弓競技を催してその勝者と再婚するつもりであると明かす。詩人は二人
の会話をただそのままに語り聞かせるだけで、説明を加えたり、二人の心の内を見せてくれたりはしない。ペネロペイアの言葉に謎めいたところもあ 、読み手の思いはさ迷っていくことになる。有名な足洗いの場面で英雄の乳母は物乞いの正体に気づく だが、ペネロペイアもすでに夫であることに気づいていたのではないか。そして英雄も自分の正体を示すサインを言葉の中に含ませていた ではないか。つまり二人は言わず うちに虚々実々のやり取 で互いを認知し合い、さらには求婚者成敗の手筈までも確認し合っていた ではないかと。一方 いやいや、そんなことはない、悪人どもをすっかり片付けたの 、ペネロ イアが夫を認知するシーン 詩人は設けている だからと反論も。このような惑いもまた古代 物語 読むときの楽しみでもある。
さて、ホメロスと対照的に、神話を語りながらも詩人が
たびたび口を出してくるのが、ローマの詩 オウィディウスの『変身物語』
（中村善也訳、岩波文庫）
である。たとえば、
エチオピアの王女アンドロメダが海の怪獣の餌食にされるところを英雄ペルセウスが救うお話。悲嘆にくれ 王女の両親に、英雄は、もし王女を救う と でき なら彼女を妻としてもらい受けたいと申し る 両親はこ 条件 受け入れたと詩人は語るのだが、そこで「実のところ こん
なとき誰か躊躇する者があろうか」 口をさしはさむ。るいは、バッコス神をお腹に宿したセメレが命を落としたときに、胎児が父ゼウスの太腿に縫い込まれて時満ちるまで守られたと話すときにも、詩人は「もしそれが信ずるに値することならば」と付け加えて、言い伝えの疑わしさを暗に示しさえする。オウィディ 語りでは他にも様々な仕方で詩人自身の声が物語に押し入ってくるために、常に語り手の存在を意識させられることにな 。素直に物語に没入したい人にとっては邪魔かもしれないが、詩人はうはさせない。語り手との対話をも楽しめる読み手となしかないようである。
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